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園庭で遊ぶ子どもたち

市が発注する契約の入札（イメージ）自転車は歩行者に思いやりをもって

自
由
民
主
党

細〔
総
括
質
問
者
〕

田
　
伸
一

つ
か
こ
し
た
か
の
り

中
山
　
幸
紀

か
い
づ
　
勉

市
民
の
声
を
届
け
る
会

か〔
総
括
質
問
者
〕

つ
ま
た
竜
大

中
町
　
け
い

つ
ち
や
正
順

日 

本 

共 

産 

党

清
水
み
な
子

や
な
ぎ
美
智
子

金
子
　
貞
作

廣
田
　
德
子

髙〔
総
括
質
問
者
〕

坂
　
　
進

幼
児
教
育

無

償

化

国
民
健
康
保
険

減
免
制
度

公
契
約
要
綱

用
途
地
域

市
川
駅
南
口
の

歩
道
安
全
確
保

問　
令
和
元
年
10
月
か
ら
、
消

費
税
の
10
％
へ
の
増
税
が
行
わ

れ
る
と
共
に
、
幼
児
教
育
の
無

償
化
が
実
施
さ
れ
る
こ
と
と
な

っ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
幼
児
教

育
の
無
償
化
の
具
体
的
な
内
容

は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

答　
幼
児
教
育
の
無
償
化
に
つ

い
て
は
、
平
成
26
年
度
以
降
、

段
階
的
に
無
償
化
の
範
囲
が
拡

大
さ
れ
て
き
た
。
令
和
元
年
10

月
か
ら
予
定
さ
れ
て
い
る
幼
児

教
育
の
無
償
化
の
具
体
的
な
内

容
と
し
て
は
、
幼
稚
園
、
保
育

所
、
認
定
こ
ど
も
園
等
を
利
用

す
る
３
歳
か
ら
５
歳
ま
で
の
全

て
の
子
ど
も
が
、
０
歳
か
ら
２

歳
ま
で
の
市
民
税
非
課
税
世
帯

の
子
ど
も
が
、
そ
れ
ぞ
れ
保

育
料
の
無
償
化
の
対
象
と
な

る
。
一
方
、
認
可
外
保
育
施
設

等
に
つ
い
て
は
、
保
育
の
必
要

性
が
あ
る
と
認
定
さ
れ
た
３
歳

か
ら
５
歳
ま
で
の
子
ど
も
の
保

育
料
に
つ
い
て
月
額
３
万
７
千

円
ま
で
が
、
０
歳
か
ら
２
歳
ま

で
の
市
民
税
非
課
税
世
帯
の
子

ど
も
は
月
額
４
万
２
千
円
ま
で

問　

新

聞

等

に

よ

る

と
、

２
０
１
８
年
中
に
経
済
的
理
由

か
ら
、
国
民
健
康
保
険
証
は
あ

る
が
一
部
自
己
負
担
金
の
支
払

い
が
で
き
な
い
た
め
手
遅
れ
と

な
り
死
亡
し
た
事
例
は
県
内
で

４
件
あ
り
、
全
国
的
に
は
77
件

も
あ
っ
た
と
報
告
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
経
済
的
な
理
由

か
ら
、
医
療
機
関
に
行
く
の
が

遅
れ
て
命
を
落
と
す
と
い
っ
た

例
が
見
受
け
ら
れ
る
。
そ
こ
で
、

国
民
健
康
保
険
に
係
る
減
免
制

度
を
拡
充
す
る
と
共
に
、
更
に

積
極
的
に
周
知
す
る
等
の
施
策

に
つ
い
て
、
本
市
と
し
て
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

答　
減
免
制
度
の
拡
充
に
つ
い

問　
平
成
30
年
９
月
に
施
行
さ

れ
た
市
川
市
公
契
約
要
綱
は
、

市
が
発
注
す
る
建
設
工
事
や
業

務
委
託
等
の
公
契
約
に
つ
い
て
、

問　
か
つ
て
市
内
に
は
、
住
宅

街
の
至
る
所
に
商
店
が
あ
り
、

買
い
物
客
で
賑
わ
っ
て
い
た
が
、

最
近
で
は
商
店
街
と
は
名
ば
か

り
の
場
所
も
少
な
く
な
く
、
こ

れ
は
駅
の
近
く
で
も
見
受
け
ら

れ
る
。
こ
の
よ
う
に
商
店
等
が

ほ
と
ん
ど
な
い
に
も
関
わ
ら
ず
、

用
途
地
域
は
商
業
地
域
の
ま
ま

で
あ
る
た
め
、
敷
地
面
積
の
割

に
高
層
の
建
物
を
建
築
で
き
る

結
果
、
住
環
境
が
大
き
く
損
な

わ
れ
る
こ
と
に
不
安
を
抱
え
る

市
民
も
い
る
。
現
在
の
用
途
地

域
の
指
定
・
変
更
に
つ
い
て
、

市
は
ど
う
認
識
し
て
い
る
か
。

答　
本
市
の
用
途
地
域
の
指
定

は
、
昭
和
13
年
に
行
わ
れ
て
以

問　
市
川
駅
南
口
の
歩
道
、
特

に
、
駅
の
構
内
に
上
が
る
た
め

の
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
や
階
段
の

前
で
は
、
通
勤
・
通
学
の
時
間

帯
に
は
歩
行
者
の
通
行
が
一
段

と
多
く
な
る
中
、
自
転
車
が
か

な
り
の
ス
ピ
ー
ド
で
進
入
し
て

て
は
、
国
民
健
康
保
険
が
相
互

に
支
え
合
う
制
度
で
あ
る
と
い

う
趣
旨
を
考
え
る
と
、
そ
の
財

源
は
加
入
者
に
負
担
い
た
だ
く

こ
と
に
な
る
。
そ
の
た
め
、
全

て
の
加
入
者
の
理
解
が
得
ら
れ

る
も
の
と
す
る
必
要
が
あ
り
、

慎
重
に
進
め
る
べ
き
と
考
え
て

い
る
。
一
方
で
、
法
律
上
の
減

免
制
度
を
本
市
も
推
進
し
て
お

り
、
周
知
を
十
分
に
行
う
必
要

が
あ
る
。
こ
れ
ま
で
の
国
民
健

康
保
険
税
納
税
通
知
書
の
送
付

時
に
減
免
制
度
の
案
内
文
を
同

封
す
る
こ
と
や
市
公
式
Ｗ
ｅ
ｂ

サ
イ
ト
、
納
税
相
談
で
の
案
内

等
に
加
え
、
新
た
に
保
険
証
更

新
時
に
も
減
免
制
度
の
案
内
を

行
い
、
経
済
的
な
理
由
か
ら
医

療
機
関
へ
の
受
診
を
躊

ち
ゅ
う
ち
ょ

躇
す
る

こ
と
が
な
い
よ
う
に
し
た
い
。

く
る
の
を
見
か
け
る
こ
と
が
多

く
あ
る
。
そ
こ
で
、
当
該
歩
道

に
お
け
る
自
転
車
の
通
行
に
つ

い
て
、
市
の
こ
れ
ま
で
の
対
策

及
び
今
後
の
対
策
を
問
う
。

答　
自
転
車
は
法
律
上
「
軽
車

両
」
に
当
た
る
た
め
車
道
通
行

が
原
則
で
あ
り
例
外
的
に
歩
道

通
行
で
き
る
場
合
で
も
歩
行
者

優
先
と
な
る
。
市
は
こ
れ
ま

で
、
路
面
標
示
等
で
「
押
し
歩

き
」
を
促
す
、
あ
る
い
は
パ
ト

ロ
ー
ル
や
取
り
締
ま
り
を
交
番

に
依
頼
す
る
等
の
対
策
を
行
っ

て
き
た
。
今
後
の
対
策
と
し
て

は
、
路
面
シ
ー
ル
等
の
追
加
検

討
、
直
接
声
掛
け
を
す
る
街
頭

で
の
啓
発
や
、警
察
に
は
指
導
・

取
り
締
ま
り
強
化
の
依
頼
等
を

行
い
、
誰
も
が
安
心
し
て
通
行

で
き
る
よ
う
努
め
て
い
き
た
い
。

来
、
県
内
全
域
で
行
う
定
期
見

直
し
の
他
、
適
宜
変
更
を
行
っ

て
い
る
。
用
途
地
域
の
変
更
は
、

都
市
計
画
基
礎
調
査
の
結
果
、

社
会
情
勢
の
変
化
等
を
踏
ま
え

必
要
が
あ
る
場
合
に
行
っ
て
い

る
。
用
途
地
域
は
都
市
全
体
の

機
能
配
置
や
土
地
利
用
の
誘
導

に
大
き
な
役
割
を
担
う
の
で
、

適
切
に
運
用
し
て
い
き
た
い
。

業
務
の
適
正
な
履
行
や
品
質
確

保
、
業
務
従
事
者
の
労
働
環
境

の
整
備
の
推
進
を
図
る
た
め
、

労
働
環
境
及
び
適
正
な
賃
金
の

支
払
い
を
確
認
す
る
調
査
を
行

う
こ
と
を
主
な
柱
と
し
て
い
る
。

そ
こ
で
、
本
要
綱
施
行
後
の
実

績
に
つ
い
て
問
う
。
ま
た
、
本

要
綱
は
設
計
金
額
が
３
０
０
０

万
円
を
超
え
る
契
約
を
対
象
と

し
て
い
る
が
、
業
務
委
託
契
約

に
つ
い
て
は
、
３
０
０
０
万
円

規
模
で
な
く
と
も
、
労
働
環
境

の
確
認
等
は
必
要
と
考
え
る
。

対
象
案
件
の
拡
大
に
つ
い
て
、

市
は
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

答　
本
要
綱
施
行
後
の
実
績
と

し
て
は
、
業
務
委
託
に
つ
い
て

は
該
当
案
件
が
な
く
、
建
設
工

事
に
つ
い
て
は
対
象
案
件
が
２

件
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
今
後
の

展
望
と
し
て
は
、
公
の
施
設
の

指
定
管
理
者
と
し
て
市
と
協
定

を
締
結
し
て
い
る
事
業
者
に
関

し
て
、
協
定
の
適
正
な
履
行
の

確
保
や
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

並
び
に
公
の
施
設
に
従
事
す
る

者
の
労
働
環
境
の
整
備
促
進
等

を
図
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

要
綱
の
一
部
を
改
正
し
、
新
た

に
指
定
管
理
者
を
要
綱
の
対
象

と
す
る
こ
と
を
予
定
し
て
い
る
。

そ
の
他
、
業
務
委
託
契
約
に
お

け
る
対
象
金
額
の
拡
大
等
に
つ

い
て
は
、
現
在
の
要
綱
が
運
用

を
始
め
て
か
ら
１
年
未
満
で
あ

る
こ
と
を
踏
ま
え
、
本
市
に
お

け
る
今
後
の
実
績
や
他
市
の
事

例
等
も
参
考
に
し
な
が
ら
、
慎

重
に
判
断
し
て
い
き
た
い
。

が
、
そ
れ
ぞ
れ
無
償
化
の
対
象

と
な
る
。
ま
た
、
就
学
前
の
障

が
い
児
の
発
達
支
援
に
つ
い
て

は
、
３
歳
か
ら
５
歳
ま
で
の
利

用
料
が
無
償
化
さ
れ
る
。


